
技術・家庭科（家庭分野） 学習指導案 

題材名「とっておきのあずま袋製作 ～わたしも世界も幸せに～」〔学指要領：Ｂ(5)〕 

令和５年〇月〇日（〇） 第５校時 被服室 

高崎市立群馬南中学校 〇年〇組 指導者 〇〇 〇〇 

Ⅰ 題材の構想 

１ 題材の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 ・製作する物に適した材料や縫い方につ

いて理解するとともに、用具を安全に
取り扱い、製作が適切にできる。 

・手縫いやミシン縫いについての知識と、
それらに係る技能を身に付けている生徒
は多いが、衣服等の再利用の方法につい
ても理解できるようにする必要がある。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・資源や環境に配慮し、生活を豊かにす
るための布を用いた物の製作計画や製
作について問題を見いだして課題を設
定し、解決策を構想し、実践を評価・
改善し、考察したことを論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に
付ける。 

・既習の知識及び技能や生活経験を基に、   
 家族・家庭や地域における生活の中から
問題を見いだし、解決すべき課題を設定
することはできるが、課題の解決に向け
て実践した結果を評価して改善策を検討
し、次の実践に生かすことは十分にでき
てはいない。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・よりよい生活の実現に向けて、生活を 
豊かにするための布を用いた製作につ 
いて、課題の解決に主体的に取り組ん 
だり、振り返って改善したりして、生 
活を工夫し創造し、実践しようとする。 

・自分で製作した布製品を生活の中で活用
することで、快適になったり、便利にな
ったりすることを感じている生徒は多い
が、衣服等を再利用した製作をしようと
する生徒は少ない。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ①製作する物に適した材料や縫い方について理解しているとともに、用具を安全に取り

扱い、製作が適切にできる。 

思考・判断・表現 ①資源や環境に配慮し、生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作につい

て、問題を見いだして課題を設定している。 

②資源や環境に配慮し、生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作につい

て考え、工夫している。 

③資源や環境に配慮し、生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作につい

て、実践を評価したり、改善したりしている。 

④資源や環境に配慮し、生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画や製作につい

ての課題解決に向けた一連の活動について、考察したことを論理的に表現している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 
①生活を豊かにするための布を用いた製作について、課題の解決に主体的に取り組もう

としている。 

②生活を豊かにするための布を用いた製作について、課題解決に向けた一連の活動を振

り返って改善しようとしている。 

③よりよい生活の実現に向けて、生活を豊かにするための布を用いた製作について工夫

し創造し、実践しようとしている。 

 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画 ※別紙参照 

 

４ 題材の価値 

あずま袋は、江戸時代に西洋の鞄を真似て、手ぬぐいなどの１枚の布を直線で縫い合わせて袋にしたもので

ある。家庭で余っているハンカチ等でも作ることができるため、身近にある布製品を再利用した製作をするこ

とに適している。製作手順が容易で短時間に製作ができるため、基本形のあずま袋の製作から、自分や家族が

使いやすいオリジナルのあずま袋の製作へと段階的に製作を繰り返す中で、製作に必要な知識や技能を身に付

けられるだけでなく、自分で見付けた改善点を次に生かすことができる。また、大きさやデザインを自由に選

択して製作ができるため、自分や家族のライフスタイルに合わせた製作を工夫し創造することができる。 



Ⅱ 本時の学習（１／６） 

１ ねらい あずま袋の見本の観察を基に、疑問点や布製品の再利用について話し合うことを通して、布製品を

再利用した物の製作についての問題を見いだし、課題を設定することができる。 

２ 展 開                                 【★ICT活用に関する事項】 

 

主な学習活動        

予想される生徒の反応〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 本時のめあてをつかむ。（５分） 

 

 

 

 

Ｓ：あずま袋は手軽に作れるし、便利そうだな。家庭で

使わない手ぬぐいやハンカチで作ってみたいな。 

○布製品を再利用した物の製作について問題を見い

だし、課題を設定するという目的意識をもつこと

ができるように、あずま袋の見本を提示する。 

〇あずま袋は、手ぬぐいを再利用し、直線縫いで縫

い合わせているだけの簡単なつくりであることに

気付けるように、見本のあずま袋の材料と縫い方

を問いかける。 

２ 見本のあずま袋を観察して疑問点や布製品の再利

用について話し合い、問題を見いだす。（20分） 

Ｓ：角を少し縫うだけでまちが作れるなら、まちがあ

る方がお弁当などを入れやすそうだな。家には手

ぬぐいはないかもしれないけど、ハンカチを使っ

ても同じ縫い方でできるのかな。 

Ｓ：友達が言うとおり、普段はハンカチとして使っ

て、必要な時に袋として使えるのは便利だな。そ

れに、家庭にある手ぬぐいやハンカチを再利用す

るから環境に優しいな。 

○疑問点や布製品の再利用について話し合うことが 

できるように、「まち」の有無による縫い方や出

来上がりの大きさなどを比較したり、自分の学用

品などを入れて、使い勝手を確かめたりするよう

促す。 

○布製品を再利用した物の製作についての問題を見

いだすことができるように、見本のあずま袋の観

察や話合いで感じたり考えたりしたことを、グル

ープごとにホワイトボードに記述するよう助言す

る。 

３ 見いだした問題を基に課題を立てる。（20分）           

Ｓ：環境のことを考えて布製品を再利用するのであれ

ば、手ぬぐいやハンカチだけでなく、小さくて着

られなくなった浴衣を使って作るのもいいのでは

ないかな。  

Ｓ：他のグループが書いている、家族が使いやすい大

きさやデザインで作って、みんなで使えるように

したいという考えはいいな。縫うところが少なく

て簡単に製作できるのだから、自分の分だけでな

く、家族の分も作ることができるな。 

○見いだした問題を共有し、自分たちが追究してい

く課題を検討できるように、ホワイトボードの記

述を撮影し、ロイロノートで提出するよう促す。                 

【★一覧表示】 

○解決の目的となる自分と家族や地域、社会とのつ

ながりを明確にして課題を設定できるように、記

述内容の共通点や相違点に着目するよう助言す

る。分たちが追究していく課題を検討できるよう

に、幼児との関わりについて、自分たちができる

ようになりたいことをジャムボードに入力するよ

う促す。【★一覧表示】 

○解決の目的となる自分と家族や地域とのつながり

を明確にして課題を設定できるように、入力 

４ 本時の振り返りをする。（５分）【★保存・提出】 

Ｓ：これまで、ナップサックなどを作ったときは、環 

境のことまで考えていなかった。あずま袋を作る

ときは、家にある使わなくなった手ぬぐいやハン

カチなどを使うことで、環境や資源にも配慮した

製作もできるようにしたい。 

○家庭科の学び方が身に付いていることを実感でき

るように、生活の中から問題を見いだして課題を

設定できたことを称賛する。 

○次時以降の活動の見通しがもてるように、分かっ

たことやできたこと、今後取り組みたいことを視

点に振り返りをするよう促す。 

○次時以降の活動の見通しがもてるように、分かっ

たことやできたこと、今後取り組みたいこと 

主な発問 

＜振り返り＞ 

Ｓ：１枚の手ぬぐいを２カ所縫っただけで、簡単に作ることができるあずま袋を初めて知った。普段はハ

ンカチとして使うこともできるし、エコバッグとしても使うこともできるのがあずま袋のよさだと感

じた。私の家にも使っていない手ぬぐいやハンカチなどがきっとあるから、それらを有効に活用し

て、自分や家族が使いやすいあずま袋を作っていきたい。 

 

 

◆評価項目（思❶) 

ホワイトボードの記述内容、発言から、「布製品

を再利用した物の製作計画や製作について、問題

を見いだして課題を設定しているか」を評価する。 

ャムボードや学習プリントの記述内容、発言か

ら、「幼児との関わり方について問題を見いだして

課題を設定しているか」を評価する。 

＜めあて＞ 

あずま袋の見本の観察を基に、疑問点や布製品の

再利用について話し合い、課題を立てよう。自分の

成長の振り返りや地域の思いを基に、中学生と幼児

の関わりを考え、課題を立てよう。 

＜課題＞ 
環境に優しく、自分や家族が使いやすいオリジナ 

ルあずま袋を作るには、どうすればよいのだろうか。 

 



（別紙） 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画（全６時間：本時第１時） ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

時 学習活動 知 思 主 

１ ・あずま袋の見本の観察を基に、布製品の再利用について考え、課題を立てる。（あ） 

 

 

 

 

 

❶ 

 

 

 

 

家 ・あずま袋の製作手順を動画で確認する。（あ）（a） 

・再利用できる手ぬぐいやハンカチなどを調査する。 

① 

❶ 

 

 

 

２ ・基本形のあずま袋を製作する。（あ） ①  

❷ 

❸ 

❹ 

❶ 

❷ 

 

❸ 

３ ・オリジナルあずま袋の製作計画を立てる。（あ） 

4,5 ・オリジナルあずま袋を製作する。（あ） ❶ 

家 ・製作したあずま袋を使用したり、他の布製品を再利用した製作をしたりする。（あ） 

6 ・実際にあずま袋を使用したり、布製品を再利用した製作をしたりした感想を話し合い、

題材全体の振り返りをする。（あ） 

＊活用する学習支援ソフト等：（あ）ロイロノート  

＊活用するコンテンツ等：（a）あずま袋の作り方動画  

題材の課題 環境に優しく、自分や家族が使いやすいオリジナルあずま袋を作るには、
どうすればよいのだろうか。 


